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be Smart / Clear, Harmony シリーズ著作者紹介

中京大学准教授　鈴木希明

論理・表現Ⅰ
目標と学力に応じて選択可能な３レベル

❶導入（文法を含むモデル会
話）→❷定着（文法解説・確認
問題CHECKと活動TASK）→
❸発展（文法を使った自己発
信活動）という流れで，文法を
軸にコンパクトな活動を必要
に応じて行うことができる構
成となっています。

教 科 書と完 全リンクの 準
拠 教 材Grammar Book・
Workbookで， 文 法 の 基
礎固めをサポート。先生の
授業準備は，各レッスンの
PowerPoint と充実のワー
クシート（指 導 資 料セット
付属の指導用データDVD-
ROM内）の活用で万全です。

各レッスンのトピックに合
わせて，モデル会話・確認問
題・活動・語彙がすべて統一
されています。ターゲット文
法を学習しながら，活動で使
える語彙や表現が自然に身
につくので，無理なく自然に
アウトプットへとつなげるこ
とができます。

文法と活動の
バランスがとれた
レッスン構成

文法を自然に使って
発信できる場面・
状況設定

文法学習＆
授業準備のサポート，
充実度No.1

1 2 3

Harmony
★ 基礎～標準

楽しく英語を使いながら
文法力を身につける

➡ p.12

be Smart
★★★ 標準～発展
文法の定着を図り

アウトプットにつなげる
➡ p.8

be Clear
★★ 標準

文法の基礎を固めて
表現力を身につける

➡ p.10

23
レッスン

21
レッスン

18
レッスン

●発信のための基礎力の定着を
　「論理・表現」は，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，「書くこと」という3つの領域を中心に，発信力の

強化を目指す科目です。英語で発信できるようにするためには，意味を伝える文をつくる力が必要です。英語の

文をつくる基礎となるのは「語彙」と「文法」です。be Smart/ClearおよびHarmonyでは，多くの英文と，各

レッスンに設定したさまざまなテーマにふれることで，多岐にわたる語彙の習得と，体系的な文法学習ができる

ようになっています。

　英語の文をつくる基礎力とともに，発信に必要な発音や機能表現も学習します。文をつくることができても，

正しい発音やイントネーションの知識がなければ，相手に意味が伝わるように話すことはできません。正しい発

音を知らないと，相手の話を聞いて理解することもできません。また，自分が伝えたいことを話すだけでは一方

通行になってしまいます。

　双方向のコミュニケーションを成り立たせるためには，よい聞き手となることも大切です。相手の話の内容に

ついて質問したり，感想を述べたり，あいづちなどの機能表現を使ったりして，そこで行われているコミュニケー

ション活動への意欲や興味を示すことも欠かせないのです。

●活動を通して発信力強化を
　be Smart/ClearおよびHarmonyは，FESTIVAL というシステムで，言語活動を通して英語の基礎力と発

信力を養成できるようにしています。Forms で英語の形式を理解・定着させ，Expressions でコミュニケーショ

ンに必要な機能表現を学びます。Sounds では話したり聞いたりするときに必要な発音やイントネーションの

基礎を確認します。Talk は Forms，Expressions，Sounds を確認・定着させるための「話す」練習です。さ

らに，Interactions では言語活動をしながら， 体系的に英語の形式を身につけ， 発信につながるようにしま

す。Vocabulary は活動の支援となる語彙リストです。システムの最後は Active Learning です。SHARE と

WRITE という2つの活動を通して，Interactions で身につけた発信力をさらに強化します。最後の L はLogical 

Thinking と Logical Writing の L でもあります。論理的に考え，論理的に伝えることを意識する習慣をつける

ようにします。

　be Smart / Clearおよび Harmony の初版刊行以来，実際にご指導されている先生方からさまざまなご意見

をいただきました。改訂版では先生方のご意見を取り入れ，内容の充実に加え，より使いやすく高い学習効果が

見込める教科書になるように改訂を施しました。be Smart / Clear および Harmony を使用した学習を通して，

生徒が英語の基礎力と発信力を身につけ，コミュニケーションの意義と楽しさを体験できることを願っています。

06 07


